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回腸絞掘性イレウスを塁した Chilaiditi症候群の 1例

太田 俊 行

清水  宏

奥村 幸 康

`まじめに

Chilaiditi症候群は,右 横隔膜 と肝右葉の間に消化

管 の 一 部 が 嵌 入 した 状 態 の 総 称 で, 1 9 1 0 年に

Chilaiditiが報告 した 3例 を晴矢 とする1)。
本症候群に

特有の臨床症状はないといわれ,偶 然に発見されるこ

とが多い2)一o.今 回われわれが経験 した症例は,右横隔

膜下に回腸が嵌入し,絞 苑性イレウスをきたしたもの

であ り, このような症例の報告はきわめて少ない。

症  例

患者 :72歳,女 性.

主訴 :腹痛,嘔 吐.

家族歴 :特記すべきことなし,

既往歴 !特記すべきことなし.

現病歴 !生来健康であったが,若 いころから便秘気

味であった。昭和60年 5月 19日から排ガス・排便なく,

肪周囲の周期的な疼痛をきたすょうになった。発症後

3日 目には咽吐も伴ない,近 医で浣腸を うけたが排便

なく,イ レウスの疑いで当科を紹介され,昭 和60年 5

月23日に入院となった。

入院時現症 :身長151cm,体 重50kg,脈拍84/分整,
血圧120～72HInHg,限険結膜および限球強膜に貧血・

黄痘なし,呼 吸音 ・心音とも異常なし,腹 部はやや膨
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図 1 胸 部単純 X線 像.右横隔膜下に腸管ガス像を認

めた。

隆し賄周囲に圧痛を認めたが筋注防御なく聴診上,腸

雑音の減弱はなかった,

検査成績 :白 血球10,700/-3,赤 血球438X104/

mm3,Hb 13.8g/dl,Ht 41.0%,血 小板13,7X104/

mm9,COT 49U/′ ,GPT 58U/″ ,LDH 421U/″ ,ALP
132U/′,総 蛋白7.3g/dl Alb 4.2g/di,血 清Amylase

55U/″.

胸部 X線 像 !肺野に異常なく,右横隔膜下に二峰性
の消化管ガス像を認めた (図1).

腹部立位単純 X線 像 :上腹部に著明な小腸ガス像
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図 2 腹 部立位単純 X線 像.著 明な小腸ガス像 と

Niveauを認めた。

矢印aは嵌入小腸.矢印bは胆

嚢

図4 術 中の模式図.絞 掘された回腸を黒く示した。
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とNiveauを 認めた (図2).

注腸 X線 検査 :大腸には狭窄部位はなく,位置の異

常もなかった。

以上の所見から小腸の絞範性イレウスを疑い,緊 急

手術を施行した.

手術所見 t腹部正中切開にて開腹 した。腹腔内には

淡血性の腹水を少量認め,小 腸は全体に拡張してお り

浮腫を伴っていた。回盲弁 より約70cm口 側の回腸が

横隔膜 と肝右葉上面 との間に嵌入し,索 状物により絞

施されていた(図3)。索状物を切離すると絞掘は解除

されたが,回 腸は約30cmに わたって壊死に陥ってい

た。健常部を含めて約60cmの 腸管を切除し,端 々吻合

で再建した。術中の模式図を図 4に 示す。

術後経過 1術翌日から軽度の肺水腫を併発したが,

強心剤 ・利尿剤を使用し改善した。他に特記すべき合

併症はなく,第 29病日に退院した。

考  察

本邦におけるChilaiditi症候群の報告は,阿部 ら'が

症例報告を行って以来約200例に近い.しかしその多 く

は無症状で,偶 然に発見されてお り,本 4211のようにイ

レウスをきたしたものはきわめて少ない。われわれが

検索した結果では,イ レウスを伴った本症候群の報告

は,記 載の明らかなものに限ると自験例を含めて 8例

にすぎず,絞 掘性イレウスに進展 したものは 321jのみ

であった (表 1)。 こ の 3例 はいずれも小腸嵌入型で,

24/11に腸切除が行われている。

症状 としては上記のごとく一般に無症状のものが多

図3 術 中写真,右 横隔膜下に嵌入した小腸と絞掘を解除した回腸を示す。
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矢印の部分が被絞掘腸管



表 1 イ レウスをきたした Chilaiditi症候群 (本邦例)
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い。ときとして腹部膨満,便 使,腹 痛,軽 い呼吸困難,

胸痛などの症状をきたすものもあるが, これらは本症

候群に特異的なものではない。.

本症候群が発見される頻度は報告者により異なる。

Uspenskyいは X線 検 査26,000例中22例 (0.08%),

Torgersenのは胸部 X線 検査で0.025%,Feldmanめ は

胃腸 X線 検査20,000例中 3例 (0.015%)と報告 してお

り,そ の発見頻度は低率である。本邦での文献をみる

と消化管造影においては0.03%～ 0.18%り1の
,胸 部集

団検診では0.004%～ 0.015%の11)などとなってお り,

欧米 と同じく発見される機会はきわめて少ないといえ

る。

嵌入臓器は大部分が結腸であるといわれている。小

田原 らめは本邦報告130例を検討 した結果,90例 (69%)

が結腸で,小 腸は 4211にすぎなかったと述べている。

著者 らが調べた文献では,小 腸嵌入例は 9例 あ り,本

例を加えると10例になる(表2).特 筆すべきことは10

例中 3例 が絞抗性イレウスをきたしてお り,小 腸嵌入

型は絞掘性イレウスをきたしやす く,早 急な外科的処

置が必要なものと思われる。

回腸絞掘性イレウスを呈したChilaidtti症候群の 1例     日 消外会誌 20巻  12号

本症候群の診断は,単純 X線 像では右横隔膜下に腸

管ガス像を認めることによって,比 較的簡単につけら

れる. しかしその嵌入臓器の部位別診断は困難なこと

があ り,特にイレウスをきたしているものでは難 しい。

自験例は注腸 X線 検査を施行したが,結腸の走行に異

常がなく,嵌 入腸管は小腸であろ うと推測 した。

治療 としては,一 過性および恒久性のものでも,症

状がない場合は手術の適応にならず,経 過観察か保存

的処置で十分である。保存的な方法には,造 影剤注入

による整復や体位変換,食 事療法,腹 筋強化,便 秘の

改善などが報告されている121i31手
術の適応 となるの

は, 自験例のようにイレウスをきたしたものに限られ

る。

本症の成因として,BOckuslりは肝性因子,横 隔膜因

子,腸 性因子の 3つ をあげている。肝性因子には,肝

下垂,肝 萎縮,肝 十二指腸靭帯の弛緩などがあ り,横

隔膜因子には,横 隔膜節の変性,横 隔膜神経麻癖,腹

睦内圧の変化などがある。また腸性因子としては,過

長結腸症,陽 管ガス貯留,結 腸の可動性の異常などが

挙げられている.Braunら lDは
,肝 は主に横隔膜下面

の吸引力によって支えられてお り, この関係が障害さ

れると腸管の嵌入が起 こる可能性が高いと推測 してい

る。

自験frllの成因について考えてみると,高 齢のために

肝を固定 している支持組織が弛緩 し,腸 管内ガスの貯

留によって浮上 した回腸が右横隔膜下に侵入したもの

と推測された。この患者は, もともと肝右葉 と横隔膜

との間に原因不明の炎症性索状物があ り,そ のために

絞抗性イレウスを起こしたのであろう。

結  語

Chilaiditi症候群をきたした回腸絞掘性イレウスの

1例 を報告 した,こ のような症例はきわめてまれで,

文献的にもその詳細な報告は少ない.

本症例は第138回近畿外科学会 (1985年11月)に て発表し
た.
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